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１ 自閉症・情緒障害特別支援学級とは 

自閉症や選択性かん黙等の情緒障害により、通常の学級と一部取り出しでの指導では十分な成果を上げること

が難しく、常時少人数の学習環境が必要な児童のための学級です。 

小集団（１学級あたり８人以内）の中で、情緒の安定やコミュニケーション能力の育成を目指します。 

※原則友人とすごすことが苦手で、一人で学んだり過ごしたりする子供の学び場となります。 

通常の学級に準じ、学年相応の教科学習を行います。 

学習の一部を「自立活動」の時間に設定し、児童の障がいの状態や発達の段階に応じて必要な内容を授業で行

います。たとえば、体の動かし方や話し方、友達と仲良くする方法、自分の気持ちを落ち着かせる方法などを学びま

す。     ※教科の学習時間が通常の学級よりも少なくなります。 

 

２ 入級手続き・学びの場の検討について 

令和７年度入級手続きの流れ（参考） 

7～9 月に教育センターに相談を行った後、入級申し込みをしてください。 

10 月学校での行動観察、必要に応じて発達検査を実施します。 

11 月中旬就学支援委員会情緒固定部会で学びの場の検討を行います。 

11 月下旬在籍校が保護者に検討結果をお伝えします。 

2～3 月常磐松小学校での面談をします。 

※入級については常磐松小学校で決定しているわけではありません。 

詳しくは渋谷区教育委員会事務局教育センターに御相談くださいますようお願いいたします。 

所在地 

〒１５０－００１１ 

東京都渋谷区東１－７－１０ 

代表 TEL ０３－３４０７－３２２５ 

 

渋谷区教育委員会事務局 

教育センターのHP二次元コード 

https://www.city.shibuya.tokyo.jp/shisetsu/kyoiku-shisetsu/kyoiku-shien/sodan_center.html
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/shisetsu/kyoiku-shisetsu/kyoiku-shien/sodan_center.html


３ 児童数（令和８年５月１日現在） 

 

 

 

 

４ 学級組織（令和８年５月１日現在）  

     １学級 

（児童数４名 担任２名 特別支援学級担当指導教員１名） 

 

５ 教育目標 

 学校の教育目標を踏まえ、児童の発達や障害の状況に応じた個々の課題を的確に把握するとともに、

個々のよさや可能性を伸ばすことを目標とする。 

 

・チャレンジする子 

 確かな基礎学力を土台に、自らを律し、未知のことに失敗を恐れず挑む力。 

【基礎】【挑戦】【自律】 

 

・シェアする子 

     相手の心に共感し、互いの「ちがい」を活かし合いながら、仲間と共に高め合う力。 

【共感】【協働】 

 

・デザインする子 

   自らの問いを見つける探究心を持ち、新しい価値やより良い未来を自ら創り出す力。 

【自己理解、身体能力】 

 

６ 教室の環境について  

独立して静かな環境で学習することができるように、パーテーション等を活用した個別学習のできる空間と、小集

団での活動ができるようにグループ学習スペースを設置しています。 

不安やストレスを感じたときに気持ちを休ませ落ちつかせるための空間（カームダウンスぺース）を用意していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

男 ０ ０ ０ ２ ２ ０ ４ 

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合計 ０ ０ ０ ２ ２ ０ ４ 



７ 具体的な指導について 

（１）指導形態 

個々の児童の実態を十分考慮した上で、学習永代を大きく３つの形態に分け、柔軟に対応しています。小集団や

個別の学習では、学びやすい環境や教材を調整しながら学習を積み上げられるよう配慮しています。 

※個別での学習の時間は授業時間内での一部となることがあります。 

小集団での学習 特別支援学級の少人数のグループ学習。 

個別での学習 特別支援学級の中で自分に合った個別学習。 

交流及び共同学習 授業時間の一部または全部を交流学級の児童と学習。 

 

(２)各教科の指導について 

  自閉症・情緒障害学級では知的障害を伴わない自閉症の児童が在籍していることから、各教科別の指導を基本

としています。また、児童の障害の程度や学級での実態などを考慮した上で、各教科の目標や内容を下学年の目

標に替えながら指導を行うこともあります。 

 

(３)自立活動について 

   障害による学習上または生活上の困難を減らし、自立を図るために自立活動を行います。自立活動では、主として

健康の保持に関することや心理的な安定に関すること、人間関係の形成に関すること、環境の把握に関すること、

身体の動きに関すること、コミュニケーションに関することを扱います。その中で自立に必要な力を養います。 

 

（４）通知表・学習評価について 

学習の様子をより詳しく伝えるため、通常学級の通知表に加えて自立活動等の活動について所見で活動の様子

をお伝えします。 

 

（５）交流および共同学習について 

共に尊重しあいながら協働して生活していく態度を育むために、交流および共同学習を行います。自立活動やそ

の他学習で学んだことを生かしながら、交流学級の児童と共に学習します。原則としてコスモ学級の教職員が付

き添い学習をします。 

 

８ 生活に関して 

（１）登下校について 

 登下校は保護者の方に引率していただきます。保護者の方は、学級まで児童を送迎してください。 

 徒歩または公共交通機関を利用していただくようお願いいたします。 

（２）登下校について 

「常磐松小学校ホーム＆スクール」または電話連絡にてお願いいたします。 

（３）持ち物について 

紙またはメールで配布する学級通信でお知らせします。 
 

９ 時間割について 

      行事や学習内容によって弾力的に進めたり、交流学級との調整を行ったりするため、固定時間割ではなく、毎週金

曜日に次週の予定をお知らせしています。また学年によって時間割や学習内容が異なります。 

 

 

 



10 よくあるご質問（教育センター資料より） 

      Q  注意欠陥多動性障害（ADHD）や学習障害（LD）の児童は対象ですか。 

平成 25 年文部科学省通知によると、ADHD や LD は通級による指導（特別支援教室）の対象であり、自閉
症・情緒障害特別支援学級の対象外です。ADHD や LD は通常の学級における教員の配慮や支援員の活用
や指導の工夫により対応することが適切である場合も多く見られると考えられています。 

Q  通学区域・通学方法について 

通学区域は渋谷区内全域を対象とします。通学方法について、学区域外在住のお子さんについては通学時の
安全性を考慮し、保護者等の送迎が必要です。 

Q  交流・共同学習は行いますか。  

一人一人の児童の状況に応じて、一部の授業、行事などを通して通常の学級の児童との交流を行います。交
流の際は、原則自閉症・情緒障害特別支援学級の教員が付き添います。あわせて、通常の学級の児童に対し
ては、自閉症や情緒障害の児童に対する正しい理解が深まるよう理解教育を行うとともに、共に学習や学校生
活を送る中で、他者との違いを認め合い支え合う心を育みます。 

Ｑ 年度途中の入級はできますか？ 

自閉症や情緒障害のお子さんは、新しい環境・人に対して繊細な感覚をもっていますので、年度途中から学び
の場を変えることは適さないと考えますので年度当初の入級とさせていただいております。 

Ｑ 他自治体で自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍している場合はすぐに入級できますか。 

入級基準の違いがあるため、必ず入級できるわけではありません。他自治体からの転入の場合、まずは通常の
学級に在籍して特別支援教室を利用しながら様子を見た上で、11 月の支援検討委員会（情緒専門部会）の
検討を経て翌年度 4 月の入級とさせていただいております。 

 

11 交通案内・学校周辺地図 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ＪＲ・東急・東京メトロ   渋谷駅より  徒歩 15 分 

○都バス   渋谷駅より   「日赤医療センター」行 「国学院大学前」下車  徒歩３分 


